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毎月１回、ビジネスのお役に立つ情報をおとどけいたします。

ユーミックは、さまざまな得意分野を持つ
コンサルタントが集まったスペシャリスト集団です。
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　「,T81(6 U」というサービスはご存じでしょうか？これは,P+21(で有名なA33/(社による教育コンテンツの配信サービスです。現時点

では英語のコンテンツが主体で日本語のコンテンツが少ない状況です。その中で『これからの「正義」の話をしよう』で著名なマイケル・

サンデル先生のハーバード白熱教室@東京大学をダウンロードすることができます（詳細は+773://:::.+(.8-72.<2.$&.-3/(9(17/をご確

認ください。ちなみに,P+21(をお持ちでなくてもPCをお持ちであれば視聴できます）。

　私は8月にすべてのコンテンツを視聴し、自身の業務においても、何がJ867,&(（正義・公平の意）なのか改めて考えさせられました。例え

ば企業再生の時に、窮している経営者に対して、事業戦略見直しをはじめとして人員、経費などのさまざまな側面に打ち手を提案します。

サンデル先生の話を聞きながら、これまでの提案は果たしてJ867,&(だったのか、経営者にとってはJ867,&(だったかも知れないが、ステーク

ホルダーについてJ867,&(でなかったかも知れないと思い直すところありました。

　皆様も私のようにサンデル先生の話を聞くと、いろいろな方面に思索が駆け巡るかと思います。お時間が許せば試聴してもらいたいと

思います。(吉田　英憲)

　この本は、中小企業診断士でマーケティングのコンサルタントである著者がĀことわざāやĀ故事成語āを引用し自身のマーケティング戦略理論

を説明していますÿ

　佐藤氏の理論とはĀ戦略BAS,CSāでありĂĀ戦場(B$77/(),(/')āĀ自社の独自資源(A66(7)āĀ強みă差別化(S75(1*7+)āĀ顧客(C86720(5)āĀメッセー

ジ(S(//,1* M(66$*()āの各構成要素の頭文字をとったものですÿ本書では各構成要素に４!５つのĀことわざāĀ故事成語āを取り上げĂ有名企業の

戦略などを例にして説明していますÿ

　本書で取り上げられているĀことわざāĀ故事成語āを一部ご紹介するとĂĀ戦場(B$77/(),(/')ā編ではĂĀ所変われば品変わるāですÿご存じの通り

元々の意味はĂĀ場所が変われば風俗ă習慣ă言葉ă使っているものが違うāですÿこれを本書ではĂĀ戦場(商圏や事業領域の意)が変われば顧客ニーズ

が違うāという風に置き換えていますÿ具体例を挙げるとĂ私の仕事の一つにĂ地域産品の販売支援しておりますÿたとえ中身は同じでも道の駅で

Āおみやげāとして売るのか?首都圏の高級スーパーでĀ地域の逸品āとして売るのかで量目ăパッケージă価格などが異なってきますÿこのように売

る場所が変わればĂ買う人のニーズが異なりĂ売る側の対応も変える必要がありますÿ

　このように本書ではĀ戦略BAS,CSāの考え方をĀことわざāを用いてわかりやすく説明していますÿもともとĀ戦略BAS,CSāはĀ３Cāなどの著名な戦

略フレームワーク理論をもとに構築されたものですのでĂこれを読むだけでも戦略に関する基本的な理解ができると思いますÿまたĂ企業支援を

する際にĂ理解しにくいカタカナを並べるよりもĀことわざāでの一言のほうがĂ事業者の記憶にも残るのではないでしょうか?（吉田　英憲）
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「ことわざで鍛えるマーケティング脳」 著者：佐藤義典　出版：毎日コミュニケーションズ



銀行に入社後、秘書室、総合企画部、広報文化部を経験。また営業店実務経験も持つ。退職後、研修を中心としたコンサルタントとして、民間企業を中心に、マナー研
修・秘書研修・学生から新人・管理職までの教育セミナーを行なうほか、学校や公的機関の職員研修を行なうなど、幅広い分野での研修実績を持っている。
2級FP技能士　秘書検定準1級

古田 由美
Furuta  Yumi

　先日、ある工場の生産性を向上させるための相談を受けました。企業規模は大きくなく、人材も不足していることから管

理のレベルは高いものとは言えない状況でした。独力で、原価管理や管理会計の導入、マニュアルの作成など、生産管理に

関する取り組みをテーマに取り組んでおり、時には専門家の力を借りながら取り組んできたものの、苦労して作った仕組み

は、なかなか現場に定着しない状況が続いたとのことでした。慣れない管理手法は結果を把握することだけに使われ、現場と

しては「上司から評価されるモノサシ」としか理解されず、また、マニュアルについても、現場では「使えない資料」とされ、

単なる本棚を彩るコレクションになってしまったのです。

　実は、管理手法やマニュアルを導入する以上に、現場に仕組みを定着させることは難しいのです。組織のレベルに合わな

い仕組みは、どんなに立派なものであっても活用されることはありません。その会社や組織のレベルに合わせるこが大切な

のです。

　以前、ある小売業の業務標準化に取り組んだ時には、まったく作業スケジュールが作成されていなかったことから、まず、

実際のスケジュールの把握から取り組みました。次に、現場のスタッフの方を交えて何が問題なのかを考え、一緒に改善する

ポイントを導き出していきました。最後には、現場のスタッフの方に「どんなツールがあれば改善できると思いますか？」と

いう問いを投げかけ、現場スタッフが望む形でマニュアルなどを整備していきました。現場が必要とするマニュアルは、上

からの押し付けでは無い「活きたマニュアル」になります。また、この取り組みの過程で、従業員の方に問題意識が芽生え、

組織のレベルも徐々に上がってきました。「仕組みづくり」や「マニュアルづくり」を「人づくり」に活かし、組織のレベルを

向上させる。それこそが本質的な目的であり、取り組みを成功させるポイントだと言えます。

「南洲翁遺訓」（西郷隆盛の遺訓集）から、訳を会社に置き換えたものをご紹介します。

広く各国の制度を採り開明に進まんとならば、先づ我国の本体を居ゑ風教を張り然して後徐かに彼の長所を斟

酌するものぞ。否らずして猥りに彼れに倣ひなば、国体は衰頽し、風教は萎靡して匡救す可からず、後に彼の制

を受くるに至らんとす。

訳：広く諸外国（取引メーカー）の制度を取り入れ、文明開化をめざして進もうと思うならば、まずわが国（会社）

の本体（まことのかたち・主要な部分・本当のあり方）をよくわきまえ、風俗教化（社風・教育・しきたり・

文化）の作興につとめ、そして後、次第に外国（取引メーカー）の長所をとり入れるべきである。そうでなく

て、ただみだりに外国（取引メーカー）に追随し、これを見習うならば、国（会社）は衰え、風俗教化（社風・

教育・しきたり・文化）はすたれて救いがたい有様になるであろう。そしてついには外国（取引メーカー）に制

せられ国（会社）を危うくすることになるであろう。

いかがでしょうか？古典を読まれる時に、現代に会社に置き換えて読んでみると、基本は昔から変わらないこと

がお分かりになると思われます。古から「人」は変わっていません。機械・通信などのビジネスツールが便利に

なっているだけです。もう一度じっくりとむ偉人の言葉に耳を傾けませんか？

　先月よりある企業の会議運営の支援をしています。進行役を務めている従業員の方にインタビューをしたところ、「話が

脱線して時間がかかる」「意見を出す人が決まっている」などの進行に関わる問題点や「忙しくて会議の時間が取れない」

「会議の議題がマンネリ化している」という会議の予定・内容に関する問題点が多く出されました。

　そこで、今回はまず会議の際に守るべきグラウンドルールをチーム毎に作成してもらいました。スポーツでもルールがあ

るように、会議にも「批判する時は代替案を出す」「必ず1回は発言する」などのルールを規定します。もし、ルールを外れた行

為があった時は、進行役が審判役となって注意を促すことで会議全体の秩序を守ることができ、お互いに気持ち良く議論す

ることができます。

　次に、会議の予定表を作成してもらいました。いつ・どこで・何を議題とし・誰が進行役で・どういう順番で進行するかな

どについてスケジュール化していきます。この時のポイントは、わざわざ集まって議論すべき議題がない場合は会議をしない

ということです。

　会議には費用・時間などのコストがかかります。コストをかけてまで集まる必要があるのかどうか、議題ごとに判定するこ

とで、会議の開催の意義・重みが変わってくるのです。このように限られた時間で効果的な会議を運営するには事前の準備

が必要です。会議がうまくいっていない企業では、事前にできることがないかチェックをしていただきたいと思います。

＊古田由美の原稿はお休みさせていただきます。

百貨店に入社後、仕入、販売や在庫管理販売促進の企画、運営、販売員教育業務や首都百貨店とのコラボレーションショップ店長として新規ショップ
立ち上げを経験。現在、流通業やメーカー向けに販売促進や売場改善を中心としたコンサルティングをおこなっている。中小企業診断士小倉　綾

Kokura Aya

My voice

大手電機メーカーでITソリューションの営業、市場調査、経営企画などの業務を経験。現在は、ビジネスプランの作成支援の他、採算分析を踏まえた赤字企業の立て
直し、業務効率化（IT活用含む）、後継者の立場に立った事業承継などの支援を行なっている。中小企業診断士　行政書士吉田  英憲

Yoshida Hidenori 
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大学卒業後、広島市に本社のある食品スーパーマーケットに入社。現場、人事、経営企画、業務改善を経験後、中小企業診断士の資格を取得し、独立。スーパーマーケット
や食品メーカー、飲食店等、食や流通関連の企業を中心としたコンサルティングのほか、公的機関や学校、民間企業向けの研修を行なっている。中小企業診断士

渡貫　久
Watanuki Hisashi




